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広島アカシア会　１月例会のご案内
〜新年互例会〜

日時：平成20年１月17日（木） 午後６時30分
場所：アンデルセン（本通）

　「NewYearコンサート　
　　　　〜100年前のウィーンへの旅〜」
　　松田道枝（58回） 平尾　真（68回） 越智ようこ（70回）
　　大魚信頼（82回） 三村純代（95回） 渡邉正済（96回）
　　佐々木康子（現教員）の皆さん

　ソプラノ歌手と、管弦楽班ＯＢによる演奏です。今回
のために書き下ろされた新曲「眠りのさそひ」と、 「メ
リーウイドウワルツ」 「ドナウ川のさざ波」など、おな
じみの曲で100年前のウィーンの旅へと誘います。

２月例会：２月18日（月）午後６時30分
　場所：アンデルセン（本通）
　「脳卒中の予防について」　脳神経外科医　三原千惠氏（66回）

３月例会：３月17日（月）午後６時30分
　場所：アンデルセン（本通）
　「広島県の体協の現状」　㈱中電工会長　加藤義明氏（44回）

広島アカシア会の懇親会費は4,000円（76回以降の卒業生2,000円）
アカシア会員なら参加自由。お気軽に直接会場にお越し下さい。

C o n t e n t s
写真・ごあいさつ・月例会案内……  1
アカシア夜話② 鈴木文彦氏（38回）……  2
出てもろうてもええかいのぉ⑩……  3
構内記念碑・記念樹⑤………………  3
アカシア探検隊　喜久川政樹氏（72回）……  4
教師列伝（下）のご案内………………  5
東京アカシア会、58東京アカシア	  6
近畿アカシア会………………………  7

東海アカシア会………………………  8
九州アカシア会………………………  8
岡山アカシア会………………………  8
友誼の御薗……………………………  9
アカシア元教官の会…………………10
同期会だより…………………………10
12月例会レポート……………………12
事務局だより…………………………12

全国版

新年のごあいさつ� アカシア会会長　石井泰行（43回）
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特色ある東海アカシア
　東海アカシア会は他地区と少し違い
附属小学校の同窓会である東海豊葦会
と一体で運用されています。何故そう
なったのでしょうか。
　また、すっかり平和になった今、あ
の戦争を体験された方は徐々に少なく
なっています。特に当時中学生の年代
で実際に戦闘の経験をお持ちだった方
は、極僅かなのではないでしょうか。
　第２話は、東海アカシア会・豊葦会
２代目会長の鈴木文彦さん（38回）に、
偉大な初代会長であった曽田和之さん

（32回故人）の思い出とともに、この辺
りのお話をうかがいました。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

発足の経緯
　昭和36（1961）年１月、新見 忠さん

（21回故人）から呼び出しがあり、名古
屋での第１回東海豊葦会に出かけまし
た。そこには先輩のきら星のごときお
姉様方がそろっておられてびっくり。
愛知県教育長の渡辺捨雄さん（11回故
人）も来ておられ、にこにこされてい
ました。その時、曽田梅太郎先生（数
学教師故人）のご子息で豊川におられ
た曽田和之さんがつかつかと寄って来
られ、「鈴木先輩よろしく」と大きな声
で言われました。実は曽田さんの方が
先輩ですが、見た目が私の方が老けて
見えたので、そう思い込まれたよう
でした。後輩と分かったとたん、「おど
りゃー何ゆうとるんなら！」と態度が
一変し、以後まったく頭があがりませ
んでした。
　この時は、女性８人男性７人で、男
性陣は小さくなっていましたが、翌年
以降の会では、徐々に男性が増えてき
ました。そこで、曽田さんの提案で、
附中・附高と一緒にということになり、
昭和39（1964）年に東海アカシア会・豊
葦会がスタートしたのです。その後は
曽田さんが、自腹を切ってまでこの会
を盛り上げ、何と33年間も我々を引っ
張って下さいました。今も大変感謝し
ています。

中学生の戦闘機パイロット
　初めてお会いした時、曽田さんから

「自分は陸軍で偵察機に乗っとったが、
お前は海軍で紫電改（海軍最後の新鋭
戦闘機）に乗っとったと言っとるけど、
歳がいかんのに何で海軍に入れたんな
ら？」と聞かれました。当時、「附属は
坊ちゃん学校だから軍に入れようとし

ない非協力的な学校だ」と中国新聞に
叩かれていたので、親にも内緒で昭和
18（1943）年、中学２年生14歳の時に「予
科練に行きます」と手を上げたら、学
校が２年ほど歳をごまかしてくれまし
た。こうして海軍の飛行練習生を経て、
紫電改に乗って岩国・松山・鹿屋など
国内の基地を転々としたのです。　　
　更に、「松山の時、へたくそな着陸を
して滑走路を突き抜けてしまった陸
軍機がおったので、ど叱ってやった。」
と言ったところ、「そりゃあワシじゃ。
あの時は急に便所に行きとうなって緊
急着陸したんじゃけぇ」と言われ、思
わず「えー、先輩じゃったんか」とびっ
くり。運命的な出会いでした。
　松山当時、源田実司令（後の参議院
議員）に、「お前は附属なら、曽田とい
うやんちゃ坊主を知っとるか？」と聞
かれ、「いえ、知りません。」と答えたら、

「あいつを知っとかにゃいかんよ。」と
言われていたことを思い出し、不思議
な縁を感じました。

左から２人目が鈴木文彦さん、左端が奥様

　そう言えば、私は敵のグラマン戦
闘機２機に追尾され必死で逃げ切った
が、それが結果的に敵を誘い込み、味
方の対空砲火で撃墜する事が出来たと
言う事で、感状まで貰ってしまった事
がありました。今の若い皆さんは、中
学生が海軍２等飛行兵曹として戦闘機
に乗って敵と戦ったなんて信じられな
いと思われることでしょうね。自分で
も腕の良い飛行機乗りだと思っていま
したが、もちろん戦争が終わったら附
属中学の４年生に戻りましたよ。

曽田先輩の思い出
　曽田さんには発足以来の長きにわた
り会長をやって頂きましたが、平成９

（1997）年に私に引継ぎ、４年後に吉本
幹彦さん（41回）にお願いするまで、皆
さんのご協力を得て会長を努めさせ
て頂きました。この間、平成12（2000）
年10月に曽田先輩が亡くなられました
が、最後まで「くれぐれもアカシア
会をよろしく。」と言い残されました。

因みに、曽田さんは亡くなる直前に幹
事を自宅に集めて、病床から「さあ遠
慮なく飲め」と皆の飲み食いを嬉しそ
うに眺めておられました。その後自分
の葬儀の段取りを全て自ら手配され
て旅立たれました。「本日の主役」と書

かれたタスキをかけた
自分の写真を祭壇に掲
げ、参列者へのご挨拶
まで自ら録音しておら
れて葬儀時に流される
等、皆をびっくりさせ
た豪快な武

もののふ

士でした。
　曽田さんは酒豪で、特に日本酒を好
んでおられたので、東海アカシア会・
豊葦会はいつも座敷で和食だったため、
次第に女性陣の参加が減りました。私
が会長になった時、女性陣や若い人達
の参加を増やすために事務局と相談し、
例年の総会をフランス料理とワインの
店でやるようにしました。もちろん名
誉会長の曽田さんには特別に日本酒を
用意しましたが。結果的に、再び女性
陣の参加も増えてきて、46年前の第１
回豊葦会に出席されたお姉様方もお元
気に参加していただいていますし、若
い人達も徐々に増えてきています。
　東海地方の特殊性として、官公庁・
会社関係の幹部で着任され、１〜２回
はご参加いただいても、数年で異動さ
れることが多いのです。こうした状況
の中で、老若男女を問わずもっと多く
の皆さんが総会やビール会に参加して
くれて、日頃の交流を深め、この会が
一層活性化できればいいなと思います。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
　この夏、暑さ日本一の記録となった
岐阜県多治見市の鈴木さんのご自宅に
押しかけ、お話を聞かせていただきま
した。当日は特別お元気で、ビールと
ワインまでご馳走になりました。お話
の間中、奥様が横に控えて見守ってお
られ、必要な時には適切な助け舟を出
しておられたのも印象的でした。
　附属の名誉挽回のためにあえて予科
練を志願して戦闘機乗りとして戦われ
た鈴木さん、そして曽田さんとの運命
的な出会い、今の若い世代には考えら
れないような時代があったのです。
　曽田さんや鈴木さんのようなツワモ
ノ達がアカシア会を引っ張ってきてく
ださったのです。特徴ある東海アカシ
ア会の誕生も興味深いものでしたが、
これからの新たな歴史を築き上げてい
かねばとの思いを強くした一日でした。

【監修：吉本幹彦（41回）　写真：中村博之
（43回）　文責：沖　信一（55回）】

曽田和之さん
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④ 次号の登場人物とあなたの関係
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構内記念碑・記念樹 ⑤

　翠１丁目の附属中・高等学校構内に
は、たくさんの記念碑や記念樹がある。
多くは、昭和36年３月に附属高校が
当地に移転してきてから、建立あるい
は植樹されたものである。

　今回は、正門を入って左の区画の一
番奥を紹介します。

�車庫の手前に、24個の石に囲まれ、
中に３個の石が配置された空地があ

に築山風の「聴涛の丘」として建立さ
れたが、記憶を風化させないために、
平成６年（1994）、正門横に移転された。

　開校２年目の明治
39年（1906）以来中断
しながらも続いた臨
海学校は、この事故
以降再開されること
はなかった。

る。その隣には「聴涛」と刻まれた石
碑と、「われわれは海を愛する。しかし、
海の厳しさも忘れない。昭和47年７月
25日光市の海に逝った三浦俊幸君をし
のびこれをつくる。」と記された小ぶ
りの石碑がある。
　これらは臨海学校の水難事故で亡く
なった三浦君の追悼碑である。昭和49
年（1974）、グラウンド東端（上図☆印）
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Q：リレー紹介「出てもろうてもええ
かいのぉ」は、おもしろいねぇ。いつ
から始まったん？
編集長：今年度の４月からよ。月例会
報読んどる人は知っとるけど、12月は
野中幹男先生［保体］じゃったし、今ま
でにはJリーグチェアマンや水族館の
お兄さんも出とるんで。

Q：へぇ～。この人とこの人は何繋が
り？次は誰？と思うとわくわくする
ね。「構内記念碑･記念樹」というんに
も番号がついとるけど、連載なん？
編集長：６月から始まった不定期連載
よ。学校の中には、なんかようわから
ん碑がたくさんあるじゃろうが。記事
を片手に構内散策すると面白いで。そ
のうちあんたの回の卒業記念樹が出て
くるかもしれんし。月例会報を購読し
たら読めるで。

Q：ところで、月例会報いうて何ね？
編集長：７月と１月の全国版以外の月
に出とる会報よ。購読料を払った人に
だけ送るけぇ、申し込んでみんさいや。
Q：どこへ申し込むんね？
編集長：アカシア会ホームページから
申し込めるで。アカシア会にFAXし
てもええよ。振込用紙を送ってくる
けぇ、年間購読料の2000円を払いんさ
い。今年度のバックナンバーもあわせ
て送ってくれるで。読んだ方が得で！

月例会報を購読
してみませんか？

月例会報購読料　年会費 2,000 円　振込先　○郵 01300-6-34213「月例アカシア会」
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江戸城潜入の巻～

72回　喜久川　政樹 氏
～株式会社ウィルコム代表取締役社長～

P r o f i l e
昭和38年７月１日広島市中区生まれ、57年３月広
島大学附属高等学校卒業、62年３月早稲田大学商
学部卒業、同年４月第二電電株式会社（現KDDI
株式会社）入社、平成７年DDIポケット株式会社

（現株式会社ウィルコム）に出向。相互接続業務
をはじめ、事業戦略の立案、料金プランの立案、
他事業者とのアライアンス構築など、経営企画業
務に従事、14年取締役経営企画本部長、16年10月
執行役員経営企画本部長、17年２月DDIポケット
株式会社から株式会社ウィルコムへ社名変更、18
年10月代表取締役社長

め組の頭　辰五郎：
　オ〜イ、今日は徳田新之助様の所に

ご機嫌伺いに出かけるぞ。気張って
支度しろい、ってんだ。
辰五郎の妻　おさい：
　ハイよお前さん。準備万端だよ。朝

からソワソワしてるあんたの様子見
てりゃ、「お出かけだな」って判るっ
てもんさ。だけどサ、なんだって急
に？
辰：オー、それを聞けってんだ。新之

助様がヨ、実はＰＨＳ会社の親玉を
なさってたとは、さすがのお前も知
るめぇ。それが俄かに江戸表だけ
じゃなく、日

ひの

本
もと

津々浦々に知れ渡っ
てヨ、今じゃ瓦版屋達に追っかけ廻
されてるって寸法よ。そんな大忙し
の新さんがヨ、是非俺たちに会いた
いっておっしゃるんだ。
お：へ〜、なんでなのサ？
辰：同窓のお偉方から、「俗称：徳田新

之助（本名：喜久川政樹）から最近の
モバイル業界の話しやら、同窓生・
現役生徒達へのメッセージをインタ
ビューしてくる事」って言うお達し
があったもんで、それをお願いした
ら、快く受けて下さったってわけ
ヨ。瓦版屋達にゃぁ話せないような
事も俺たちには楽しく話せるっても
んよ。
お：へぇーあの中学高校時代に「暴れ

ん坊将軍」だった新さんがねぇ。（中
学高校時代は正反対だったのに）悪
代官やら悪商人達を懲らしめるだけ
じゃなくて、今じゃ通信通信業界で
も大活躍ってわけかい。飲み会で

「マツケン」の真似して騒いだり、「成
敗！」なんて決めゼリフ吐いてるだ
けじゃなかったんだねぇ。
辰：バーロー！つまんねぇ事言ってん

じゃねぇ！急がねぇと江戸城松の間
でお待ちかねでェ。

　と、いうことで今回はモバイル／通
信業界の「マツケン／暴れん坊将軍」
ことアカシア72回生の（株）ウィルコム
代表取締役社長 喜久川政樹さんの登
場です。

　◆　◆　◆　◆　◆　◆　
辰：本日は大変にお忙しいところ、お

時間を割いていただき有難うござい
ます。
喜：ようこそ江戸城松の間へ（笑）。よ

くお越しくださいました。（実はウィ
ルコム中四国支店の応接室）
お：早速ですが、現状のＰＨＳ事情に

ついてお話しいただけますか？
喜：昨今のモバイル通信事業は複雑化

していて、一言で申し上げるのは困
難です。ただ、私どもが目指してい
るのは「様々な通信（通話、データ）
シーンに於いて、最適で最善なもの
を利用者に分かり易く提供する事」
です。数年前は、多くの通信事業者
がＰＨＳ市場から撤退し、日本発の
素晴らしい技術であるＰＨＳ自体が
消滅しつつありました。しかし我々
は前述の理念に基づき、事業を粘り
強く継続して参りました。その結
果、「最適で最善なソリューション」
が再評価され、お蔭様で携帯電話と
は少し違ったマーケットでイニシア
ティブを頂いております。
お：「モシモシ、ハイハイ」の通話は

勿論ですが、その他の法人・個人利
用のデータ通信分野も含めて、大い
に可能性が拡がっていますね。また、
日本のみならずアジアでの事業展開
も有望なようですね。
喜：日本は勿論、アジア各国でもＰＨ

Ｓの利便性が再評価されています。
インフラ整備にお金の掛からない、
高品質で高速な通話・通信事業をこ
れからも押し進めて行きたいと思い
ます。
辰：話は変りますが、中高時代の思い

出をお話し頂けますか。
喜：中高時代はバレー班に所属してお

りました。今はどうだか分かりませ
んが、当時のクラブの練習は結構厳
しかったと思います。バレー班自体
も私の２期上までは県でも上位に位
置していました。また、他のクラブ

もレベルが高くて、サッカー、軟式
野球も県代表レベルでしたね。種目
は違いましたが、お互いライバル視
して切磋琢磨していたと思います。
そのほかの思い出としては、やはり
附属特有の「体育祭」が挙げられま
すね。私は赤軍の選手団長をやらせ
て頂きました。ただし、色々あって

「当日だけ」特別に参加させてもら
いましたが。

辰：はぁ？
お：あ、いや、それは私も１学年下で

したからよく知っていますが、深く
突っ込まないで。何しろ喜久川さん
は当時「暴れん坊将軍」だったわけ
で…。（中高時代の様子から今の姿は
全く想像できないヨ。それに昔は京
本政樹ばりに細くて格好良かったん
だけどねぇ。）

喜：いいんですよ。当時は本当に出来
の悪い、素行の良くない生徒だった
んですから（笑）。広島アカシア会11
月例会での講演では口頭で多少触れ
させていただきましたがとにかくこ
の誌面では言えない思い出ばかりで
す…。そんな私でも、卒業して26年

江戸城 松の間でインタビュー アンテナの苦労話に力がはいる
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も経ったのに、例会で卓話をすると
なると、数十人の上級生・同級生・
下級生が集まってくれます。そう
いった意味では、附属の学園生活全
てが、結果論的にみても一生の友人・
先輩後輩を作る時間だったと思いま
す。
辰：附属高校卒業後は早稲田大学に進

学され、その後ＤＤＩ（現ウィルコ
ム）に入社されたわけですが。
喜：はい。中学入学後、典型的な落ち

こぼれ（それ以上？）の生徒になり、
先生方やその他の方々に色々・様々
なご迷惑を掛けましたが、浪人時代
に「これではいけない！」と一念発
起しました。今は入試制度も変って
いるのでなんともいえませんが、偏
差値30〜35程度から逆襲しました。
そして大学入学後はひたすら単位習
得のみに励み、これ以上親に迷惑を
掛けないようにしました。就職に関
しては、「これからは通信」という漠
然とした思いで決めましたが、それ
が大きな間違い（？）でした。

辰：と、言いますと？
喜：通信事業の会社に入ったわけです

が、カッコいい仕事は全然ありませ
ん。通信アンテナを立てるために南

は沖縄から北は北海道まで、長靴と
作業服を着て歩き廻っていました。
東京の本社には殆どいません。今の
通信業界の社長でアンテナを立てる
為に奥地に踏み入り、挙げ句の果て
にクマに襲われた経験があるとか、
土地の買収交渉を直接した経験があ
るとかいうのは私だけでしょうね。

お：ずいぶん苦労されましたね。
喜：地方（周辺地域）を廻るのはそれな

りに大変でしたが、逆に楽しみもあ
り、それほど苦痛には感じませんで
した。日本各地の様々な風景や風
俗・文化に触れることも出来ました
しね。ですが、ライバル会社が次々
とＰＨＳ市場から撤退して行くのを
見て「おいおい、我が社は大丈夫な
んかっ⁉」っていう思いはありまし
たね。

辰： それらの経験を踏まえ、現役生
徒諸君にメッセージをお願いできま
すか？

喜：諸君はこれからの人生で色々な
苦難（ハードル）に必ずぶち当たりま

す。しかしそれらの
苦難は、実は全て神
様が与えてくれてい
るチャンスなのです。
私の経験では、頭のい
いと言われる人ほど、
この「苦難」をうまく
逃れ、楽したつもり
で、実はチャンスを逃
しています。是非「愚
直」に苦難にチャレン
ジして、人生をいい方
向に切り拓いていって

　　　　　　ください。
お：お〜。キクさんならではのコメン

トですね。続いてアカシアメンバー
へのコメントもお願いします。

喜：アカシア会という組織は同窓とし
て単に昔を懐かしむという組織では
なく、時代を超えた（また体育祭や
班活動などの経験共有も影響して）
共通の方向性を持っている稀有な組
織だと思います。東京アカシア会に
おいては、何か会として「日本」の
ためにできることはないかと模索し
始めたところです。私もまずは自分
の仕事を通し、移動体通信の中では
小さい事業ながらも、日本の役に立
てるよう頑張って生きたいと常に
思っていますので、応援宜しくお願
いいたします。

◆　◆　◆　◆　◆　◆
辰五郎の妻　おさい：
　ね〜、アンタぁ。やっぱり新さんっ

ていい男だねぇ。言うことなんかも
決まってるじゃないか。

辰五郎：
	 お〜、あったりめぇよ。なんたって

俺達の同窓だからな。だけどおめぇ、
まさか新さんに「ほ」の字になった
んじゃねぇだろうな。

辰五郎の妻　おさい：
	 馬鹿だねぇ。あたしゃアンタだけだ

よ。
お後がよろしいようで。

中本　泰弘（65回）
谷口　公啓（73回）

さすが、パソコンの画面でわかりやすく説明いただけた

　左から谷口公啓（73回）、喜久川政樹氏（72回）、
　中本泰弘（65回）

『新・教師列伝（下）』の予約受付を開始！
　会報に連載され好評だった小山清先生の「教師列伝」をまとめた冊子、「新・教師列伝」シリーズの最終巻（下）が３月
に刊行されます。今回は事前に予約注文を取り、冊子ができ次第、予約した方に振込用紙を同封してお送りします。

― 既刊の「新・教師列伝（上）」 「新・教師列伝（中）」も、アカシア会にて、各１冊1000円で好評販売中！―

（著者のことば）
１口3000円（５冊分）で、注文を受け付けます。
注文が50口になりましたら、印刷にかかります。

【予約注文】メール・FAX・葉書で、
お早目にアカシア会まで。

「新・教師列伝（下）の注文」と明記、
　①「何口（何冊）を申し込みます」
　②お名前（卒業回）
　③冊子を送付する住所
　④電話番号（メールアドレス）

—「新・教師列伝（下）」の内容−
掲載される先生方：［明治時代に赴任］ 牧　一、原　貫之助、永野武一郎、篠崎敏治、松原　厚、
飯島東太郎、山田権三郎、横手元仲、山本政人、川手笹市、上野賢知、［大正時代に赴任］ 梅林寺
　昴、幣原 坦、守内喜一郎、山本　寿、浅井　実、塚本常雄、安部　新、山口俊彦、中田俊造、
石黒　立、西田利八、井芹善蔵、森田良克、清水芳徳、長谷川与三治、松村修三、安達成之、金
光弥一兵衛、大浦精一、渡辺豊市、古屋袈裟丸、高橋彦三郎、津田芳雄、内田泉之助、一色智二、
華岡鋭蔵、関原吉雄、林　実、湯浅初男、大槻正一、佐藤仙一郎、［昭和に赴任］ 堀尾茂光、柳井
可也、戸田豊三郎、奥田　明、嵐　紫郎、佐藤清太、竹内尚一、結城清一、鎌田芳雄、桝井迪夫、
山本博之、塚部　正、山口義男、山崎英夫、菅　正巳、仲　頼次、寺田角一、［昭和20年以降に赴任］ 
寺田照之助、錦郡　昇、清水　博、原田直紀、三迫初男、石田一三、御沢金弥、岩竹　亨、植田
八郎、杉山　巍、森岡文策、和田日出夫、オールビン、カルグレン、三好　稔、常重八重子、岡
村貞雄、白神澄二、板野暢之、丸本婦美子、村上　誠、萩野源一（以上81名）
巻末付載「校歌作詞者　田中好賢伝」

アカシア会事務局 E メールアドレス　akashia@fsc.hiroshima-u.ac.jp　FAX.082-253-5581



会 報 『 ア カ シ ア 』 全 国 版（�）2008 年 1 月　407 号

東 京 発

　11月18日（日）、東京大学本郷キャン
パス内の「山上会館」において東京ア
カシア会平成19年度秋季懇親会が、講
演会と懇親会の二部構成で開催されま
した。当日は快晴に恵まれ、会場に
隣接する三四郎池の紅葉が印象的でし
た。参加者数は総勢129名。内、学生
の参加が20名、和服で参加される方も
いらして華やいだ雰囲気でした。
＜講演会＞
　第一部の講演会は、浅野間一夫氏（60
回）の司会で始まりました。大澤郁枝
東京アカシア会
副会長（52回）に
よる開会の挨拶
に続き、お一人
目の講師は、音
楽家／ベーシス
トの吉野弘志氏

（63回）。「グロー
バリズムと日本
人 の 感 性 」 と
いうテーマで、
ジャズベーシストとして出発した後、
民族音楽へ関心を持つに至った心境の
変化について語られると共に、ジャズ
をはじめとする西洋音楽とアラブ音楽
の繋がりについて、民族音楽･ジャズ
の演奏を織り交ぜてお話しいただきま
した。
　次に「日本の伝統を守る」というテー
マで文化庁長官官房政策課長の小松弥

生氏（67回）より、文化財を守っていく
ことの重要性と課題について、数々の
実例を挙げてお話いただきました。最
近世界遺産に登録された石見銀山の
ケースでも登録に至るまでには紆余曲
折があり、自治体、政府機関、そして
地域住民の連携によってハードルを一
つ一つクリアしていったそうです。

ベースを演奏する吉野氏と文化財について講演す
る小松氏。講演後の質疑応答では、文化財保護に
ついて活発な議論が交わされました。

＜懇親会＞
　懇親会にはご来賓として、広島から
河野芳文副校長、向井恒雄全国アカ
シア会副会長に、また恩師として正田
實先生にお越しいただきました。冒頭
的川泰宣東京アカシア会会長（50回）か
ら、「会員の力を結集して社会貢献して
いきたい」とのご挨拶がありました。
14名の物故会員に黙祷の後、河野副校
長より、この半年の附属の様子につい
てご紹介いただきました。さらに向井
副会長より「広島をより元気にしてい
きたい」との挨拶の後、杉岡章氏（39回）
のご発声で乾杯、懇談が始まりました。

＜抽選会で大盛り上がり！＞

　各テーブルでは春季同様、会の盛り
上げ役であるシニア幹事（60回）を中心
に、世代を超えた交流がありました。
春に引き続き行われた抽選会ではすて
きな賞品をアカシア会員の有志よりご
提供いただき、会場は大変盛り上がり
ました。

　さらに次年度の幹事となる77回出席
者の挨拶に続き、参加者全員で校歌・
学生歌を斉唱し、恒例の槇本良二氏（69
回）のエールで中締めとなりました。
　多くの方のご協力により、今年度も
無事春季、秋季の会を終えることがで
きました。参加者から寄せられたアン
ケートも参考としつつ本会が今後益々
発展していくものと期待しています。

11月30日記　鍋本豊伸（76回）

　６月からロンドン勤務になりまし
た。広島も２つの世界遺産をもつ街で
すが、ロンドンの職場も半径300メー
トル内にビックベンの議事堂とウエス
トミンスター大寺院と２つの世界遺産
があります。

　冬時間の始まった11月上旬、ここを
舞台にした歴史的イベントが相次ぎま
した。
　まず、５日は「Guy Fawkes Day」。
1605年11月５日、国王ジェームズ１世
のカトリック弾圧に抗して、国王暗殺
を企てたガイ フォークスが国会議事
堂で逮捕された日で、火薬陰謀事件と
も言われています。これを祝って、今
年は、２日金曜の夜から５日まで、ロ
ンドンの公園という公園で、まるで冬

時間になるのを待ちかねたように花火
が打ち上げられました。
　翌６日は、議会開会式での「Queen's 
Speech（女王の施政方針演説）」です。
これに先立つ６日の早朝、議事堂の地
下の建物に賊が潜んでいないか厳重点
検する儀礼が今も続いてるそうです。
10時半すぎから、女王の御成りパレー
ド。会社の前の道も規制にかかり、ウ
エストミンスター寺院の方で見物しま
した。

58東京アカシア便り

東京アカシア会  秋季懇親会

本日の講演会は初物尽くし
ですと挨拶される大澤氏。
女性が開会の挨拶をするの
も本会初ではとのこと。

各テーブルでは世代の違う会員同士が親交を深めました

正田先生には恒例の抽選会にも参加いただきました。
賀茂鶴様、カルビー様、吉野様、ウイルコム様、チュ
ンソフト様から賞品をご提供いただきました。

『ロンドン 秋のフェスティバル』

岡田　俊郎（58回）
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東京アカシア会ホームページ　http://tokyo.acacia100.net/
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　今、「こだわりライフ　ヨーロッパ」
というBS１の番組で、1580年からハ
プスブルク家の白い軍馬を生産してい
たスロベニアの牧場の地域おこしを紹
介する番組を作っていますが、こうし
たパレードではやはり白馬は主役です
ね。イギリス王室でも20頭近い白馬が
パレードに参加していました。
　帰り道、寺院を通ると「Remembrance 
Sunday（第１次大戦の休戦記念日）」
にむけた準備が進んでいました。大勢

のボランティアが、戦死者の名を記し
た小さな木の十字架を、第１次大戦の
連隊毎に並べる作業に黙々と取り組ん
でいました。

　ところが、16日、前を通ると、もう
きれいに撤去されていました。毎年、

「RED POPPY」という赤い羽根のよ
うなもので寄付を集め、作っては壊す
のだそうです。
　そして19日には、寺院の中でBBC
が 照 明 を 焚 き ま く っ て「Queen's 

Diamond wedding」。60年前の結婚式
映像とイギリス国教会の賛美歌とお祈
りが１時間続きました。
　ロンドンの秋、歴史と伝統に根ざし
た様々なイベントは続きますが、最
後に秋なのにようやく花をつけた我が
家のトマトとロンドン旧市内の夜明け

（８時半）の写真を。� （11月20日記）

　『こだわりライフ　ヨーロッパ』
　 　 　BSHV（金）21:30～50
　 　 　BS１ （土）18:10～30

近畿アカシア会 後期総会近 畿 発
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　12月15日（土）ホテル阪急インターナ
ショナル「瑞鳥の間」で後期総会が開
催された。
＜広島からも賛助出席２名！＞
　第一部は皇　暢子副会長（46回）の司
会で始められた。堀内重明会長（50回）
による現在の消費社会と地球環境に及
ぶ開会挨拶のあとは、来賓の原田良三
副校長から学校の近況報告がなされ
た。目下校舎改築中で講堂前の渡り廊
下が撤去されることのほか、特に耳目
を集めたのは先の小６・中３を対象と
した全国学力テストの結果だった。理
解力や自信・自尊心は全国平均を大き
く上回っていたが、「自分のことは自分
でできる」「学習時間が２時間以上」と
いう点では問題があるとのことだっ
た。なお、中高管弦楽班は今年も年末
オーケストラフェスタに出場するとの
披露もあった。続いて、最年長の河原
邑安氏（34回）の乾杯の音頭で会食が始
まった。なお、当日の講話者と同期の

57回生２人が広島から賛助出席してく
れた。
＜会食そして「母性内科」の講話＞
　第二部の会食からは司会を加藤由紀
子幹事（60回）が担当。会食・歓談のち、
大阪府会議員の徳丸義也氏（64回）よ
り、大阪府知事選の背景と大阪府のビ
ジョンについてのスピーチを受けた。
その後「母性内科って知ってますか？」
と題する講話の時が持たれた。講師は
大阪府立母子保健総合医療センター母
性内科部長の藤田富雄氏（57回）。藤田
氏は内科医として同センターで「不
育症」（妊娠はできるが流産等を幾度も
繰り返す病症）に永年取り組み、日本

における不育症の
パイオニア的存在
として活躍中の医
師で、その活躍ぶ
りは関西テレビの
特報番組で２日に
わたり紹介されて
いる。当日はその
ビデオで「ヘパリ
ン療法」と呼ばれ
る点滴治療の実態
を知ることができ
た。放送の中で、
幾度もの早産等を
繰り返していた女
性が治療の末に初
めて無事に出産す
るシーンは感動的
であった。

＜出席者スピーチ＆アカシアソング＞
　その後は来賓の向井恒雄全国アカ
シア会副会長（50回）をはじめ、初参加
の原正三、広島からの神鳥京子、天畠
純子（３氏とも57回）、学生で参加の藤
川千紗、徳永祐也（いずれも97回）、上

田大樹（96回）、山本ゆりえ（95回）、当
日登録もれでご迷惑を掛けた大谷文彦

（60回）、元副会長黒田昭夫（43回）の各
氏にスピーチをお願いした。なかでも
黒田氏の往年の名調子に乗っての含蓄
のあるお話には会場が沸いた。
　その後は恒例の「Let's Sing “アカシ
アソング”」。数曲を全員で歌い、校歌
斉唱で幕となった。　岡　國太郎（57回）

藤田富雄氏（57回）

講師を囲んでの57回生

前出以外の出席者：（38）香川　昇、川本和良、（41）
戸田正弘、村田好正、（43）熊本直文、藤井侃二、
宮本眞亘、米澤啓明、水村雅子、武内里子、（44）
井口卓也、内海直志、對馬　敞、春日幸子、（45）
日下善道、上野德惠、（46）生塩之敬、（47）朝川博之、

（57）板垣邦和、金岡賢司、西村律子、佐々木由紀子、
森　静子、（64）田頭史明

学生参加者四人組
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東海アカシア会・豊葦会　ビアパーティー東 海 発

　猛暑が過ぎ、やっと涼しくなってき
た９月30日（日）、恒例の「夏バテをぶっ
飛ばそう！」ビアパーティーが、レス
トラン「パストランテ」で開催され
ました。今年は93回と95回の超若手が
４人も来て（学生は無料）、出席者は23

人。最高齢は今なお若々しい
大先輩の西田節子さん（豊葦
26回）ですから、彼らとは70
歳位違うわけで、母校の歴史
と「絆を大切にする伝統」を
ひしひしと感じてくれたよ
うでした。
　まずは中村博之監査役（43
回）による記念撮影、そして
開宴。

　東海アカシア会齋藤蓊会長（48回）よ
りご挨拶・乾杯、引続き来賓の広島ア
カシア会吉中康磨副会長（50回）にご挨
拶頂き、和洋中グルメコースの料理に
舌鼓を打ち、ビールを飲みながら、参
加者全員から近況を報告頂きました。

趣味、家族、仕事、昔の思い出など、
東海豊葦会小田千惠子会長（48回）を中
心に３時間会話が途切れることはあり
ませんでした。また先日、アカシア夜
話（2頁に掲載）寄稿のために鈴木文彦第
２代会長にインタビューして、本会発
足の経緯、曽田和之初代会長の思い出、
附属中学時代の戦闘経験などをお伺い
した話題でも盛り上がりました。
　次は２月24日（日）に総会が開催され
ます。前回同様、「白亜館」でフランス
料理と美酒を味わえますので、東海地
方在住の皆さんは是非ご参加下さい。

10月７日記　沖　信一（55回）

九州アカシア会 総会九 州 発

　11月９日、第４回九州アカシア会総
会が博多全日空ホテルで開かれまし
た。参加者は、来賓の全国アカシア会

事務局長甲斐 稔氏（63回）を含め25名。
　井上幹夫会長（32回）は福岡アカシア
会時代から40年以上に亘り会員を引っ

張って来られましたが、九州アカシア
会の体制が固まったことやご自身の健
康上の理由から、会長を退任する意向
を申し出ておられました。総会では井
上会長の退任と顧問就任、新会長等の
改選が議題となりました。
　今年は、参加者25名中10名が学生会
員という若さあふれる会となりまし
た。懇親会では、参加者一人一人から
近況報告があり、また多方面で活躍し
ておられる会員のお話を伺い、楽しい
時間を過ごすことができました。
　最後に、校歌・学生歌斉唱の後、来
年の再会を祈念してお開きとなりまし
た。� 12月３日記　山本哲三（61回）
新
役
員

会長/八木聖二（54回）	 幹事/豊原敏光（62回）
副会長/山本哲三（61回）	 幹事/谷　正和（66回）
事務局長/伊藤哲生（51回）	 顧問/井上幹夫（32回）

第３列： 福井順忍（97）、江川知康（95）、岡崎　敦（94）、若鶴雄作（94）、花栗美百合（55）、飯田史也（70）、田中秀和（72）
第２列：大賀裕子（96）、伊藤美和（92）、平井佑佳（94）、大槻　衆（97）、川上祐子（66）、出原真理加（66）、吉岡　真（62）
最前列： 出原賢治（67）、宇治光治（63）、伊藤哲生幹事（51）、井上幹夫前会長（32）、八木聖二会長（54）、
　　　　山本哲三副会長（61）、中村重太特別会員（理科）、豊原敏光幹事（62）
その他出席者：荒神一臣（66）、畝井杏菜（97）、甲斐　稔（63）

岡山アカシア会 総会岡 山 発

前出以外の出席者：村上久夫（40）、吉本幹彦（41）、
末富 博（45）、兼川 徹（48）、林 滋（48）、小池典子

（49）、戸田 弘（50）、板谷和昌（56）、山脇健盛（63）、
服部清美（72）、佐藤哲郎（78）、梶 幸一朗（81）、
堀 文恵（87）、石田 充（93）、山下寛泰（93）、村本
孝博（95）、杉田洋輔（95）

　今年度の岡山アカシア会総会は、例
年より少し遅い12月１日（土）に、岡山
ロイヤルホテルで30名の会員が参加し
て行われました。
　今年は広島から保健体育の中本薩雄
先生にお越しいただき、岡山在住の梅
田玉見先生とあわせてお二人の恩師を

お迎えしての会となりました。
　中本先生は、大学卒業と同時
に附属に赴任され、定年まで
ずっと勤務されましたので、今
回の出席者の半分以上が先生の
教官時代のことを知っているの
ですが、当時とお変わりない
若々しい姿にみんなびっくりで
した。（閉会後、広島まで車を運
転して帰られると聞いてその若

さに二度びっくり。）
　会は、岡山アカシア会が誇る横手
靖吾（54回）、田中信行（63回）のいつも
の名（迷？）コンビの司会で始まりまし
た。今年は本会の大本栄一会長（27回）
の会社が創立100周年を迎えたことも
あり、おめでたく楽しい雰囲気の中で

スタートしました。参加者の近況報告
を兼ねたスピーチでは、いたずらをし
ていたのを中本先生に見つかって、厳
しく尻を叩かれたという暴露話も出
て、大変盛り上がりました。（誰かはそ
の人の名誉のために内緒です。）
　香川からも今年は２名参加。来年は
岡山と香川と合同で行い、50名集めよ
うという提案がなされ、最後は校歌、
学生歌（皆さん知っていますか？）を歌
い、来年の再会を約束して散会しまし
た。� 12月８日記　仲田輝康（61回）
前出以外の出席者：池田 章（36）、三浦國寛（38）、
原田克也（40）、古田 清（40）、森滝健一郎（41）、矢
切良穂（42）、戸谷たみ子（45）、加藤修司（47）、古
徳奈保子（49）、近藤みち子（52）、佐々木洋三（52）、
今石瑞枝（54）、馬場正重（57）、青木三恵子（61）、
村井 潤（61）、吉川尚子（61）、小浦 宏（63）、倉橋
克文（68）、清水幸登（68）、戸板富久子（70）、沖原 
巧（72）、田中久子（77）、小笠原純子（79）、村瀧 
剛（79）、板野 幹（82）、宮岡素朗（82）
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SSH課題研究高校発

友 誼 の 御 園  ～ 母 校 だ よ り ～ 友 誼 の 御 園  ～ 母 校 だ よ り ～ 友 誼 の 御 園  ～ 母 校 だ よ り ～ 

　平成19年度広島市児童生徒発明くふ
う展、広島県児童生徒発明くふう展に
おいて９名の中学生が入賞し、本校は
名誉ある学校賞も受賞しました。

　発明くふう展への作品出展は昭和
50（1975）年頃より中学生の「夏期休
業中の理科の課題」として位置づけ
られ、以降30年以上続けられてきた。
在校生の中には「親も出品しまし
た、そして今度は私です」という者
も少なくない。この間出品された作
品は約6500点にも及び、中には2002
年度国際大会（於ソウル）において第
３位（銅メダル）を獲得した作品もあ
る。そしてまた今年も多くの作品が
広島市、広島県で表彰され、学校賞
までいただいた。今後も生徒の創意
工夫がよい形で発揮され続けること
を祈ってやまない。

横山道昭（理科）

「雨よけジャバラ」� 坂本　実優（中１）
「車駐車位置感知器」� 秋本佳奈枝（中１）
「窓あけ〜る」� 山口　一真（中２）
「非エネルギー浄水器『キレイ君・ECO』」
� 伊藤　紘輝（中２）

「スコア♪ライト」	�  高上恵里花（中２）
「パンが薄くキレルーノ」�佛圓　　純（中２）
「カワつるりん」� 西田　千紗（中１）
「星座早見傘」� 長谷川大翔（中１）
「べら棒」� 松原　保子（中２）

代表として坂本さんの感想を掲載します。

　私は「雨よけジャバラ」を作りまし
た。これは車のドアに取り付けて、ド
アと一緒にジャバラも開くというもの
です。そして雨の日に車を乗り降りす
るとき傘を開閉する間、屋根代わりと
なって濡れないようにしてくれる、と
いう仕組みになっています。
　きっかけは、母がいつも、弟を濡ら
さないように傘を開く間に自分は濡
れてしまうのを見て、大変だ、屋根が 

あったら濡れないな、と思ったので作
りました。
　けれどもアイデアを思いつくまでに
はとても苦労しました。親や姉妹、祖
父母にも聞いたりしました。また、も
のを作ることは、思った以上に難しい
ものでした。材料や完成図などを考え
て作らなければいけないからです。で
も自分の身のまわりで工夫するところ
はないかなどを改めて考えるきっかけ
にもなりました。
　リサイクルのことやエコについて
も、これをきっかけに今まで以上に興
味を持って調べるようにもなりまし
た。それで実際に調べていくと環境の
ことや資源のこともわかってきまし
た。私が今回作った作品もエコを考え
て作ったものです。
　今回、認められたことがすごく自信
になりました。この
経験を生かして様々
なことに積極的に参
加したり、自分で考
えることを大切にし
たりしていきたいと
思います。

IIIIIIIII

IIIIIIIII

発明くふう展中学発

広 島 市 教 育 長 賞�
受賞

広島県産業教育振興会会長賞

坂本実優（中１）

　高校Ⅲ年SSクラスの生徒たちが約
１年半をかけて取り組んだ課題研究の
成果が第51回広島県科学賞において高
く評価され、本校は学校賞（広島県議
会議長賞）を受賞し、寺本世生くんと
山下航くんの科学研究「液滴の発生現
象」が特選・広島県教育委員会賞に選
ばれました。11月21日の表彰式を終え
た２人に話を聞いてみました。
―テーマのきっかけは何ですか。
　以前から何気なく見て不思議に思っ
ていた現象です。コーヒーメーカーで
ドリップしたとき、液滴が液面に浮い
たり、走ったりします。台所の流しで
洗い物をしていても、似たようなこと
があります。
―研究はどのように進めたのですか。
　どうすれば現象が発生するのか徹底
的に調べました。水面上に水をまき散
らしてもだめで、チャレンジしては失
敗しました。音叉でやってみたら大量
発生、水面が液滴だらけになって、そ
れはそれで困りました。最終的に、ビュ

レットや注射針を用いることで落ち着
きました。先行研究を参考に、水面ま
での距離や液体の種類、濃度や温度を
変えて実験を繰り返しました。やっと
できても不安定で、観察できるのは１
秒未満のことが多く、高速度カメラで
撮影して超スロー再生しました。液滴
の中に粉を混ぜて形の変化や水流も調
べ、液面との間の空気層がポイントだ
とわかりました。
―１年半の研究を終えてどうですか。
　データを集めることも、整理して結
論までの流れをつくることも大変でし
た。勉強もそっちのけでした。でも、
身近で単純な現象だけに、しくみがわ
かることは楽しいです。あと、空気層

の厚さは測定できないか、液滴どうし
の合体、反発のしくみなども研究して
みたいと思っています。

　研究への思いを熱く語る２人の話は
まだまだ続きますが、紙幅の都合で割
愛し、準特選、入選となった研究を紹
介します。

　なお、寺本くん、山下くんの研究は、
既に第51回日本学生科学賞中央予備審
査を通過しており、日本科学未来館で
行われる最終審査プレゼンテーション
に臨むことになっています。

《特選》「液滴の発生現象」
寺本世生（高Ⅲ）・山下航（高Ⅲ）

広
島
県
教
育
委
員
会
賞�

受
賞

広
島
県
科
学
賞
特
選

IIIIIIIII

第51回広島県科学賞受賞
《準特選》
「二酸化窒素が発生しなくなる硝
酸濃度の決定」
《入選》
「環境問題を科学で考える〜リチ
ウムシリケートによるCO2の吸収
〜」「バイオエタノールを効率よ
く生成する条件」「メダカの学習
能力」「アリはでたらめに動いて
いるのか」「岩石の破片の質
量分布とフラクタル次元との
関係」

広島大学附属中高等学校ホームページ　http:/www.fsc.hiroshima-u.ac.jp/
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31期生　一期一会の会

　10月17日、ダイヤモンドシティ（現イ
オンモール広島府中）ソレイユで開催。
東京からも加わり、約２時間懐古、歓談
後再会を約して解散した。
 11月３日記　増田正和

33回　19年度さんさん会

　11月23日広島全日空ホテルで、今回は
山口信夫君旭日大綬章受賞（昔の勲一等
旭日章）の祝賀会も合わせて案内したと
ころ、広島、東京、神戸等11名の出席を
得て開催できました。
　来年は84才年男となるので元気で病気
せずに長生きするよう気をつけるよう申
し合わせました。昔話が出ると戦中話と
なり、山口君などシベリヤ抑留組、坂下
君など特攻組等、また内地組、私などの
原爆組色々と話がはずみ、例年のように
はお酒が売れず、その分予算的に楽にな
りました。年と共に飲食の量が減って来
ました。歳には勝てないようです。
　そろそろ現役を卒業して余生を楽しく
元気でやろうと、そして来年も広島で会
うことを約束して９時過ぎ散会となりま
した。 11月15日記　長沼　博･松坂義孝

同期会だより

アカシア元教官の会  第16回総会・懇親会
　本年度の総会・懇親会は、８月24日

（金）に、中区基町のメルパルク広島で、
33名が参加して開かれました。田村一
郎氏［英語］、田村咲子氏［家庭］、次重
寛禧氏［英語］、井ノ迫泰弘氏［数学］、
永田龍男氏［英語］が初めて参加されま
した。
　総会では、米寿となられた野地潤家
会長に記念品料の贈呈が行われまし
た。講話は、田中　泉氏［社会］が「ア
メリカ留学１か年」と題して、スライ
ドを使って、カリフォルニア大学バー
クレー校での体験を披露しました。懇
親会は、来賓の安原義仁氏（現校長）の
挨拶で始まり、最年長（97歳）の奥出政
清氏［理科］や初参加者がスピーチを行
い、盛会のうちにお開きとなりました。

34回　同期会

　10月17日東京学士会館に集合した。一
昨年の開校百年記念時以来である。この
間４人の物故者があり、また体調不良、
仕事などの都合で参加できない人もいた
が、予定の13人全員が参集した。佐々木
君の司会、永山君の開会挨拶、澤田君の
乾杯の音頭で始め、酒も入り、さらに、
各人の様々な裏話なども披露され、時間
不足なまま、為廣君の閉会の辞で全国大
会を目出度く締めくくった。短いとはい
え楽しい集いとなった。
　遠方から参集された皆様、ご苦労様で
した。また元気でお会いしたいものです。
 10月30日記　串山　正

37回生　年次クラス会

　昭和20年４年卒業の37回生は、平成19
年度の年次クラス会を11月29日、級友京
極方久君のお世話でホテル・フジタ京都
で開催致しました。
　昨年は宮島の岩惣で行いましたが、来
年は一同傘寿を迎えますので、是非広島
でとの声も有り、３度目の京都開催と致
しました。然し年齢は年齢、参加は当初
の12名が８名となりました。
　宴席は大いに盛り上がり、部屋での二
次会は日付変わり近く迄続きました。翌
日はマイクロバスで、端巌山圓光寺、東

福寺、曼殊院門跡、南禅寺等々京の名刹
を巡り、紅葉の素晴らしさを満喫出来た
素晴らしいクラス会でした。
 12月２日記　大谷　正

集まりつづける41期会

「二水会」に集う41回生

　毎月第２水曜日が、我々同期の例会、
かつ少年時代への回帰の集いだ。会場は
紙屋町の喫茶店。予約不要の茶話会で「二
水会」と呼ぶ。また正月２日、八丁堀で
の「新年互礼会」は、昭和31年から毎年
欠かさず通算53回になる。
　昭和20年、旧制附中に入学した41回生
は、例え途中転出･転入しようとも、み
んな我らが仲間……というルール。
　原爆と敗戦で母校を失い、２年にわた
る流浪の末に復帰。その間に転校した旧
友４人と近年、再会を果たした。昨年、
62年めの夏に有志が、我々の生命を救っ
た恩師、故・宮岡力先生宅を弔問し、墓
前に線香を手向けた。被爆時の附中で何
が起こったのか、今や知る人も少ない。
 11月14日記　新井俊一郎

44回生の同期会開催

　去る11月28〜29日、卒業53年、72歳の
年男・年女71名が参加して同期会を東京
で開きました。五反田ゆうぽうとでの懇

第４列　菅原敬三、井ノ迫泰弘、有田嘉伸、南村俊夫、野中幹夫、松井政明、室長大應
第３列　永田龍男、多田保行、次重寛禧、田鍋　薫、中本薩雄、片山一法、小山　清、太鼓矢　晋
第２列　金丸キミエ、田村咲江、山本克子、小野文子、三上昭莊、福森信夫、寺田芳徳、田村一郎、田中　泉
最前列　松村幹男、池田克文、磯貝英夫、野地潤家、安原義仁校長、奥出政清、藤井千之助、定末誠治

アカシア会ホームページ　http://www.fsc.hiroshima-u.ac.jp/~akashia/
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親会と深夜までの二次会、そしてゴルフ
会や翌日の横浜地区･山手の洋館巡りあ
るいはみなとみらい散策と中華街・華正
楼での昼食会 （さらに往復車中での歓談
付録つき）。「そのために旅行する価値の
ある（三ツ星レストランならぬ）魅力一杯
の会」ですから、広島、関西はもちろん
北海道、四国からも集まり、たっぷりと
楽しみました。
　次第に仲間が目減りして行く昨今です
が次回55周年記念を広島で開くのを初め
頻繁に集まって、全員元気な顔を見せ合
おうと約して散会しました。
 11月30日記　脇本　崔

45回		仲マサコさんの50周年リサイタル

　９月24日、広島のアステールプラザで
行われた仲マサコ（河野圭子）さんのリサ
イタルには、遠くは京都からの２名を含
めて約40名の同期生が集った。
　私が初めて仲さんのシャンソンと出会
ったのは、高校卒業時、一緒に所属して
いた卓球班のお別れパーティーで彼女の

「アデュー」を聞いた時だが、70才を過
ぎて益々芸に円熟味が加わり、今もなお
日本シャンソン界の第一線で活躍してい
ることは、同期生の一人として誠に喜ば
しい限りである。この日のリサイタルで
も、千人を超す観客が彼女の熱唱に時の
経過を忘れ、大盛況裏に終了したが、そ
の興奮も覚めやらぬ同夜、市内拍拍飯店
に於いて彼女を囲んで懇親会を開催、小
野文子先生にも同席して頂いた。
 11月12日記　光永寛治

47回　卒業50周年同期会in宮島

　11月18日、47回生80名弱が宮島の桟橋
前に集まりました。紅葉は少しおくれて
いるようでしたが、むかし若かったガイ
ドさんの案内で町屋通りから千畳閣と歩
き、海岸に出ると大鳥居が満ち潮の中に
凛と立っていました。
　厳島神社では“健康祈願”のお祓いを
受け、舞楽を奉納しました。獰猛な面を
つけた「蘭陵王」の舞は、高い青空、流
れる白い雲、朱の大鳥居などをバックに
絵になるすばらしさでした。
　宴席は国民宿舎「杜の宿」の大広間。
この50年間で鬼籍に入った17名の亡き友
にまず黙祷を捧げ、校歌を斉唱、古希

を祝って尺八界の重鎮北山君が「鹿の遠
音」を奏でてみんなを魅了してくれまし
た。小山夫妻の音頭で乾杯した後は50年
前にタイムスリップしてワイワイガヤガ
ヤ…… 11月26日記　宇根賢二

49回　同期会

　11月18日元安橋河畔のリバー･クルー
ズから会は始まった。参加者は17名。14
時より全日空ホテルに場所を移す。恩師
藤井千之助先生、病気回復された田中昭
男先生をお招きして、総勢36名の盛大な
パーティとなった。
　故柳川･天本君への黙祷の後、両先生
に「短い」ご挨拶を頂き、初出席にし
て遠来の藤元（浅井）君の乾杯の音頭で開
宴。向井君のセットしたパソコンで、東
京の東君が送ってきたCD写真集等をス
クリーンに映しながらの歓談となった。
宴は場所を移して続くのだが、行数の関
係で以下略。翌19日は９名が参加して晴
天の安芸カントリークラブでゴルフ。グ
ロス91の黒田君が圧勝した。
 11月20日記（D）

61回　55歳を祝う

　酷暑さなかの８月18日、国民年金保養
センター「ひがし広島」に61回39名が集
い、55歳を祝いあった。
　介護、子の巣立ち、健康、仕事の節目。
最初のプログラムだったはずの近況報告
は、時間軸をさかのぼり、一つ一つが率
直で味わい深い自分語りになって、夜が
更けた。15年前の再会の昂揚、７年前の
凝った趣向に代わり、互いのこれまでの
歩みに寄せ合う心が、私たちの場の主役
となったように思う。
　翌日散会後、県立美術館の靉光展を抜
けて、縮景園を歩いた。焼けるような日
射しをさえぎる緑が、記憶の像を裏切っ
て、濃く深い。「あれから40年近くの、時
の贈り物か…」得心は、思い出の冠木門
をくぐったあたりで降りてきた。
 ８月21日記　富田倫生

72回「輝きを失わないもの」

　何かと暗いニュースが多い昨今、同期
喜久川政樹くんの11月例会卓話者として
の凱旋帰広は誠に喜ばしいことであっ
た。彼の晴れ姿をひと目見ようと地元だ

けではなく東京、福岡など遠方からも同
窓生が駆けつけ、30名の集いとなった。
　月例終了後会場をそのまま使い２次会
を開催した。流石に酒が入り昔話に花が
咲きだすと主賓そっちのけであちこちに
笑いと涙の花が咲き乱れ、ついに満開状
態となった。皆さん青春時代へフィード
バックしたようで時間も忘れてネオン街
へと消えていった。
　ミラーボールから放たれる青春の光は
いつまでも輝きを失わないものである。
 11月17日記　石川敏宏

アカシアベースボールクラブ

　2007年夏、猛暑日となった８月14日、
母校グランドで毎年恒例の野球班OB戦
が行われました。12時に59回生から高Ⅱ
まで30人がグランド集合。近年OB会メ
ーリングリストを活用し連絡を取り合っ
ているせいか、例年より多くの参加があ
りました。出席者を年齢順に並べ、奇数・
偶数で２チームに分けました。打順は各
チームごとに年齢の多い順で、全員一巡
します。守備は誰と何回入れ替わっても
OK。暑い中、老いも若きも汗だくで白
球を追い、好プレー珍プレーあり。５イ
ニングのゲーム２試合とも競った試合だ
ったためか、ガチンコの勝負でしたが、
誰も怪我人がなくてホッとしました。
 10月31日記　西原利典（73回）

アカシア歯科医会　役員会

　12月１日、エソール広島において役員
会を開催しました。山崎義之会長（45回）
より、「１人でも多くのメンバーが参加し
やすい会にしたい。また、通信費が必要
経費として出ているので、少額でも年会
費を徴収したい。」との発言があり、協
議に入りました。冨士谷盛興副会長（65
回）より、特に若い人たちの参加を望む
なら、興味のあるものを付加することが
不可欠であり、大学人としてお手伝いが
できると思うという、うれしい言葉があ
りました。鈴木隆子さん（74回）からは、
アカシア会本部とも連携をとっていくの
が有効ではないか等、来年の総会に向け
て、有意義な会となりました。２月の役
員会では具体的な内容を詰めていくこと
になりました。
 12月５日記　香川周平（58回）

アカシア会事務局 E メールアドレス　akashia@fsc.hiroshima-u.ac.jp
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常に品質最高を心がける

本社・醸造蔵／〒739-0011 広島県東広島市西条本町4-31
TEL（082）422-2121

東京支社／〒103-0014 東京都中央区日本橋蛎殻町1-12-9
TEL（03）3668-4111

石井泰行（43）

アカシア会ホームページ　http://www.fsc.hiroshima-u.ac.jp/~akashia/

月例会レポート12
12月例会は、いつもとはがらりと趣

向を変えて、マリンバの演奏とビンゴ
ゲームで盛り上がりました。
＜マリンバの演奏＞
マリンバの演奏は、広島ジュニアマ

リンバアンサンブルのキュートな女の
子たち14名が披露してくれました。

この季節にぴったりのクリスマスソ
ングをはじめ、ロック、サンバ、クラ
シック、日本民謡など、ジャンルは多
岐にわたりました。

演奏の素晴
らしさもさる
ことながら、
彼女たちの軽
やかなフット
ワークと常に

笑顔を絶やさないパフォーマンスに、
会場はすっかり魅了されました。
＜ビンゴゲーム＞
演奏の後は、お待ちかねのビンゴ

ゲームです。１枚200円のビンゴカー
ドが飛ぶように売れ、中には一人で一
度に何枚も買う方も！

折りたたみ自転車、ステーキ肉、お
節料理、日本酒、洋酒、バスソルト、
商品券、などなど…、素晴らしい景品

ばかりが豊富に用意され、まさにアカ
シア会の底力を見る思いでした。

２回行われたビンゴゲームを通し
て、カード購入枚数５枚のうち４枚が
ビンゴ！というラッキーな方がおられ
た一方、一度もビンゴしなかった方も
数名おられ、最後に残った景品の好き
なものを持って帰れるよう配慮がなさ
れたりもしました。

あらかじめ残して
おいた景品は、新年
互例会の福袋として
再度お目見えすると
のことで、次回の例
会も楽しみですね。

12月例会出席者（敬称略61名）

（39）木村淳邦、（40）村越郁夫、（41）新井
俊一郎、菊地日朗、（43）後藤吟子、（44）
尾崎友彦、山本正一、（46）大方幸三、

（48）宇根睦博、中田研一、長谷川忠彦、
（49）土井田 泰、（50）井藤壯太郎、小川
玲子、斉藤百合子、田辺宏子、土屋照
子、中井美恵子、松本幸子、向井恒
雄、柳坪正子、吉中康麿、（51）上土康
弘、茶藤健治、鼻岡甫訓、（53）馬場則
行、山手悊正、（54）田中保昭、（55）近森 
翠、野坂千代美、（57）天畠純子、（59）大
森博美、白井孝司、三好 新、（62）俵 透、

山口隆子、（64）西原祥雅、（67）高橋裕
子、（69）白川 昌、鈴木雅子、土居康子、
中尾麻里、中谷忠司、平本敦子、藤田
香津枝、安武 繁、（71）先本賢司、（75）
井坂雄幸、酒井康徳、坂江知雄、杉山
智恵、寺本真司、豊田紀代子、中川祥
子、三浦陽子、三歩千晴、（76）後藤 誠、
松浦勇人、（87）中道加奈子、（95）天方麻
里恵、平野希代子

事 務 局 だ よ り
表紙写真について―
　母校２号館の耐震補強工事に伴い、
講堂前の渡り廊下を撤去。３月にはガ
ラス張天井の通路となります。

◆常任幹事会開催
　10月23日（火）にアカシア会館にて、
全国アカシア会の常任幹事会が開催さ
れた。事業の推進状況のほか、スキャ
ナーを購入したこと、アカシア会の

ホームページの利用状況とホームペー
ジからの住所変更が増えていることな
どが報告された。
◆横山先生へのメッセージ募集
　横山道昭先生［理科・昭和49年着任］
が３月に定年退職を迎えられます。つ
きましては、卒業生の皆様から横山先
生への温かいメッセージを募集いたし
ます。２月末日までに、先生のアドレ
スgog13@hiroshima-u.ac.jp までメー
ルをお寄せください。
問合先： 広大附属中・高校 融和会幹事
　　　　　　　　白神聖也（68回）
◆維持会費未納の方へ
　「維持会費未納の方へ」が入ってい

る方は、維持会費１万円（または年会
費1000円）を、同封の振込用紙でお振
込みください。（名簿代金を込まないよ
うお願いします。）
◆差し上げます（元教官の会より）
　元教官の会が10月に
発行した冊子「『創立百
年史』を語る」を、先
着40名 に 差 し 上 げ ま
す。お申込はアカシア
会まで。

■■■ 恩師の訃報 ■■■

多幾山（津島）治子先生　　５月７日
大上　寛親先生　　　　　11月９日
謹んでご冥福をお祈りいたします。

乾杯の
新井俊一郎氏（41回）

会場からの「ストップ!」の
かけ声でボタンを押すと、
次の番号が決まります。ドキ
ドキの瞬間です。

自分のカードの数字を確認する
目も真剣です。

景品選びは
慎重に慎重に


